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研究課題　　シエラレオネにおける紛争と平和構築に関する複合科学的な研究
代表者　　　　落合雄彦　　印
共同研究員　　澤良世、岡野英之、金田知子
研究期間　　2009年度
１．研究会開催内容
第1回　4月11日（土）本学深草学舎紫英館２階第３共同研究室
　　　叢書企画編集会議　

第2回　4月18日（土）本学深草学舎紫英館２階第１共同研究室　

ギャレス・オースティン（London School of Economics, University of London）
“Poverty and Development in Sub-Saharan Africa: a historical perspective”
北川勝彦（関西大学）
「経済史の立場からみた現代アフリカ経済」
第3回　7月11日（土）本学深草学舎紫英館２階第１共同研究室
望月克哉（アジア経済研究所）
「アフリカン・ピア・レビュー・メカニズム(APRM)の進捗と停滞」
落合雄彦（龍谷大学）
「西アフリカにおける国際的な薬物密輸」
第4回　7月18日（土）本学深草学舎紫英館２階第１共同研究室
佐藤量介（一橋大学大学院）
「秩序構築における法と和解の関係性──アフリカにおける移行期的正義を素材に」
第5回　10月20日（火）本学深草学舎4号館408教室
宍戸竜司（元JICA専門家）
「アフリカにおけるJICAの活動」
２．研究成果の概要（簡潔に記入ください）
2009年度は年度前半に計5回の研究会を開催した（アフラシア平和開発研究センター4班研究会および社会科学研究所川端グループとの共催会合を含む）。他方、年度後半には、研究代表者の落合雄彦（龍谷大学）を現地調査のためにシエラレオネに派遣した。このように2009年度については、本学の他の研究組織と共同で講師を学内外から招いて研究会を開催したり、海外において現地調査を実施したりするなど、紛争後のシエラレオネとその直面する諸問題について活発な研究会活動を展開することができた。
３．その他（特に記載しておくべきこと）

